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尾張万歳新春奉納公演 

概要 

尾張万歳は、八幡（寺本）で継承され、農閑期の出稼ぎ仕事として行わ

れてきましたが、現在は伝統芸能として尾張万歳保存会の手によって伝承

され、奉納公演当日は、門付・三曲・御殿万歳などの演目が奉納されます。 

参拝者に幸福を与え、笑顔で１年を過ごしていただける縁起のよい行事

で、元日の知多市の風物詩となっています。 

PR ポイント 

午後の公演では、知多翔洋高等学校の古典文化の授業で、尾張万歳の実

技指導を受けた高校生２人も演技を披露する予定です。 

「尾張万歳」として、国指定重要無形民俗文化財の指定（平成８年１２

月２０日指定）を受けています。 

 

▲昨年の奉納公演の様子 

日  時 令和２年１月１日（祝・水） １回目：午前１０時３０分～１１時 予定 

                   ２回目：午後２時～２時３０分 予定    観覧は無料です 

会  場 尾張八幡
はちまん

神社境内（八幡字荒古後８７番地） ※雨天の場合は、参集殿で行います。 

アクセス 名鉄常滑線寺本駅から徒歩５分 

お問い合わせ 
商工振興課観光チーム 早川 
（0562-36-2664） 
尾張万歳保存会会長 北川勝久（きたがわかつひさ） 
（0562-55-4507） 
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